
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２１年６月１１日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
東アジア型グリーンツーリズム（GT）を実践するための地域システムの構築に向けた基礎的

研究として、「日韓 GT活動の成果と課題の体系的整理」、「日韓共通で適用可能な GTによる農
業・農村振興に関する論理の析出」および「日韓両国が各々抱えている問題に対して相手国か
ら学べる解決策の検討」を行い、農業・農村活性化の方策として期待される日韓両国の今後の
GT活動の方向性を示唆した。 
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科研費の分科・細目：農業工学・農業土木学・農村計画学 
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１．研究開始当初の背景 
グリーン・ツーリズム（以下、「GT」とい

う）は欧州諸国が発祥地であるが、日韓両国
の GT は欧州型とは異なり、東アジア地域独
自の特徴を活かしたGT活動を推進してきた。 
しかし、日韓両国の多くの農村地域では、

今なお過疎化・高齢化が進行し、GTの地域シ
ステムの基盤となるはずのコミュニティ力
の低下、さらには集落そのものの崩壊（消滅
集落）すら招いていることでも共通している。 
研究代表者は、今後、GTが日韓のみならず

他の東アジア諸国（中国、台湾）や東南アジ
ア諸国において農業・農村振興の有効な方策
となるためには、農業構造（経営形態等）や
社会構造（休暇制度等）の異なる欧州型 GT
の活動内容や理論を模倣あるいは援用する
のではなく、東アジア地域固有の水田農業、
伝統技術・文化、コミュニティ力を基軸とし
た「東アジア型 GT」を確立していく必要があ
ると考えた。 
そのためには、日韓両国における GTの“先
進事例”および“活動が停滞している事例”
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を対象に地域システムの計画論的視点から
GT 活動の形成プロセスや実態構造を比較分
析・評価し、日韓両国が互いに抱えている問
題の解決に寄与できる仕組みや論理の交換
を行い、そうした成果を踏まえて日韓両国に
よる東アジア型 GT における地域システムの
計画手法を構築することが必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日韓両国における GT 活動を

調査分析し比較分析することで、「今後、日
韓共通で適用可能な GT による農業・農村振
興に関する論理や仕組みの析出」、「日韓 GT
活動の成果と課題の体系的整理」、及び「現
在、日韓両国が各々抱えている問題に対して
相手国から学べる解決策の検討」を行うこと
を目的とし、東アジア型 GT における地域シ
ステムの計画手法の構築に向けた基礎的研
究として位置づける。 
 
３．研究の方法 
(1)日韓両国の GTに関する基本調査 
日本国内 3事例（群馬県みなかみ町「たく

みの里」、長野県飯山市なべくら高原「森の
家」、飯田市（株）南信州観光公社）、韓国国
内 6 事例（表 1）で現地調査を行う。主な調
査の視点は、a.「集落組織構造の把握」、b.
「地域システムの起動・継続要因分析」、c.
「GT の地域への効果・持続性診断」である。 
加えて、韓国研究協力者からの韓国の GT

に関連する文献・資料提供により、地域シス
テムの基軸となる集落組織構造の実態、及び
地域システムをマネジメントしていくため
の政府や自治体の支援制度・体制を整理する。 
 
(2)GT 活動のための地域システムの変容プロ
セスの解明 

2001年度から 2007年度までの 7年間にお
ける、日本国内２つのGT先進地域（「たくみ
の里」と「森の家」）の地域マネジメントシ
ステムの変容プロセスの解明を研究代表者
が提案した図 1に示す手法（手順①～⑥）に
より行なう。また、GT 活動における観光資
源の維持管理の実態と課題を、行政と住民へ
のヒアリング調査により明らかにする。 
 
(3)自律的発展支援型ワークショップ手法の
提案 
GT 活動における地域システム構築に向け

た計画ツールとしての「地域の自律的発展を
支援するワークショップ手法」を提案し、東
アジア地域の研究者と GT を推進していく上
での”endogenous rural development”のあ
り方について意見交換を行う。なお、ワーク
ショップ手法は、和歌山県海南市孟子地区他
4 地区での社会実験として実施したワークシ
ョップを手法として体系化したものである。 

表 1 韓国の調査対象地（2007 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
図 1 地域システムの変容解明プロセス 

 
４．研究成果 
(1)GT活動のための地域システムの変容 
日本における GT活動の持続性に向けた課
題の析出と、地域システムの変容の解明を
「たくみの里」と「森の家」を対象に行った。
ここでは、「森の家」の結果を示す。 
「森の家」では表 2に示す 4つの課題が当
時（2001 年度）研究代表者により開発した
評価手法により明らかとなったが、その後、
2007 年時点でそれらの課題に対する評価を
行った。「市民インストラクターの担い手育
成」以外は、実際に問題化しており、いずれ
も未解決の課題であった。 
また、こうした 2001年度～2007年度にか
けての地域システムの変容を図化した結果
を図 2と図 3にそれぞれ示す。 
 以上の研究成果は、日本国内での GT活動
が“どのように始めるか？”から“どのよう
に続けるか？”という問題にシフトしてきた
中で、今後の GT活動の持続性を考える上で
有益なデータとなる。 
 
表 2 「森の家」の持続性の確保に向けた 
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No 課題 評価結果

1 「市民インストラクターの担い手育成」 　⑤　問題化しなかった

2 「「森の家」スタッフの労働条件の改善」 　③　解決策を検討中

3 「住民と来訪者の“交流”の場・機会の提供」 　②　解決に向けて取り組み中

4 「農業・観光業との地域内連携の強化」 　④　未解決
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図 2 「森の家」の地域システム（2001年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 「森の家」の地域システム（2007年度） 
 
(2) 韓国における GT活動の実態分析 
韓国における GT 活動（6事例、既出表 1）
の実態分析の結果を以下の 5点に要約する。 
第 1に、活動による集落と行政、外部支
援者の相互関係は、図 4に示すとおりであ
る。すなわち、集落に対して、行政・企業
とは 1社 1村による交流活動、外部専門家
とは 1村 1人専門家、都市住民とは宿泊や
農村体験などが行なわれ、集落の活性化や
活力につながっていた。 
第 2に、地域の資源管理や利用に対して
は、廃校を活用した自然学校、高原を利用
した山菜や薬草を栽培（ブランド化）、合
鴨を利用した無農薬米、河川を利用したプ
ール場や氷釣りなど、多様なプログラムを
開発している。さらに、集落事務長という
集落のマネジメント・リーダー的な人材が
おり積極的な姿勢で取り組んでいた。 
第 3に、図 5に示したように所得増加な
ど 5つの面で集落への効果が得られた。 
第4に、新たな集落運営として1社1村、
1 村 1 人専門家、集落事務長制度などを取
り入れ、年々増える来客者数と経済効果に
よる積極的な住民参加と団結がみられた。 
第 5に、問題点及び課題としては、参加
住民と非参加住民とのトラブル発生、他地
域との競争力をつけるためにプログラムや
特産物の差別化を図る必要性などがみられ

た。このような実態は、日本にはない事例
であり、今後の日本の都市農村交流活動に
も役立つ知見として提案したい。また、一
社一村運動は、「一社一村しずおか運動」と
して実際に静岡県がレベルで導入を図って
おり、これまでに県内 10地区で 13の認定事
例がある。 
以上、韓国の研究協力者のコーディネート
による現地調査で、日本国内で十分な情報を
得られなかった、韓国の GT 活動、その中で
も特に韓国固有の政策・制度の実態と問題点
を解明することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)GTに関する観光資源の管理 
 「たくみの里」を事例として、来訪者の満
足度の高い観光資源である「職人の家」「集
落景観」の維持管理の実態と課題を解明した。 
「職人の家」の特性は、『施設の所有形態』
と『経営状況』を指標として 5つのタイプ（村
有・経営安定型など）に類型化することがで
きた（図 6）。また、「職人の家」の維持管理
の課題としては、“後継者の育成と新たな確
保”、“立地条件の格差の是正”及び“過度な
商業化の抑制への留意”の 3 つが考えられ、
各「職人の家」（5タイプ）がそれぞれ抱える
課題を推察した。 
一方で、直接的な収入が期待できない「集
落景観」と「野仏巡り」の維持管理には、景
観条例や補助事業以外にも道普請、花植活動
といった集落活動が大きく寄与していた（表
3）。これらの集落活動が継続していくための
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図 1 調査による持続可能な農山村地
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図 4 韓国 GTの地域システム 

 

図２ 都市農村交流による集落の成果
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図２ 都市農村交流による集落の成果
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図 5 韓国 GTの集落への効果 
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課題は、“住民の恒常的管理活動への補助”、
“来訪者へのマナーに対する啓発活動”、“道
普請と花植活動の意義の普及”という 3つが
考えられる。 
 

 
 
 
 
 

図 6 職人の家の類型と課題 
 

表 3「集落景観」の維持管理に関する 
条例と活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
(4)自立的発展支援WS 

12th World Congress of Rural Sociology 
of the International Rural Sociology 
Association（開催地：韓国Goyang）で、地
域システム構築に向けた計画ツールとして
の「地域の自律的発展を支援するワークショ
ップの構築」（図 7）を報告した。 
これにより、韓国・台湾・中国など主に東

アジア諸国の研究者とグリーン・ツーリズム
を実践する上での自律的発展型地域システ
ムのあり方とその構築を支援するための計
画ツールに関する意見交換を行った。またそ
の中で、今後の共同研究の可能性について議
論した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 自律的発展を支援するWS手法の手順 
 
(5)日韓 GTの共通課題と方向性 
（1）～(4)の研究成果を踏まえて、韓国の

研究協力者との討議の結果、日本と韓国にお
ける GT の共通課題として、以下の 6 点に整
理することができた。（韓国では今後直面す

る課題も含む）さらに、その結果を概念図と
して整理したのが図 8である。 
・ 施設の商業化や商品の画一化による地域
の identity の喪失 

・ 体験 menu を指導する担い手（農業、伝統
技術）の確保 

・ 美しい農村空間の持続的維持 
・ 事業主体、住民、来訪者間での GTに対す
る価値認識の相違 

・ 住民の暮らし、農業生産活動への悪影響 
・ 住民の主体性（当事者意識）の欠如 
 
地域間競争の激化、余暇活動内容のマンネ
リ化により、農業体験、工芸体験、農産物直
売では厳しい時代になっている。その中で、
福祉・健康・癒し、本格農業（有機農業）が
今後の日韓両国における GTのキーワードと
なりえる可能性がある。また、規模・連携に
関しては、行政区域を超えた広域連携、地域
内の主産業（既存の観光業など）や専業農家
との連携が今後の課題であるといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8 GTにおける日韓共通課題 
 
(6)まとめ 
GT 活動への都市住民の多様なニーズを満
たすには、GTの拠点施設（情報発信施設、体
験・交流施設、宿泊施設など）のみでは不十
分である。非日常的な農村空間の中での“癒
し”や地元住民との“交流”（店舗での会話、
農作業中や道端での挨拶など）に寄与する、
集落活動（花植えや清掃活動）や住民のパー
ソナリティも重要な要素である。すなわち、
拠点施設を中心としながらも、地域内の多様
な主体の直接的参加（金銭の授受あり）と間
接的参加（金銭の授受なし）の双方が都市農
村交流活動には必要であると考えられる。 
さらには、本研究からは根拠となる十分な
成果を提示することができず仮説の域を脱
しないが、事業の中心主体である行政が、各
観光資源の維持管理主体間での問題共有、場
合によっては収益の再配分などを可能にす
る観光資源の維持管理システムの体系化を
図ることも将来的には必要ではないかと考
えられる。 
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